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子ども

子ども

保護者

保護者

次回取り入れて欲しいメニュー

次回の栄養セミナーで知りたい内容

◯ビタミン・みかん
◯疲労回復ができるオレンジを使ったメニュー
◯肉類
◯ビタミンとミネラルがしっかり摂取できる料理
◯ビタミンがしっかり摂取できる食べ物
◯ミネラルがしっかり摂取できるスイーツ（2名）
◯フルーツヨーグルト
◯ヨーグルト（2名）
◯フルーツ
◯栄養のあるスイーツ
◯野菜炒め
◯体の調子が整えられるような物
◯味噌汁
◯スイーツ

◯ギラヴァンツが強い理由（3名）
◯1人で作れる栄養バランスの良い食事
◯カルシウムを効率よく摂取できる方法
◯なぜギラヴァンツは J2にいけたのか（2名）
◯栄養の取り方
◯朝、昼、夜の食事でそれぞれベストなタイミングを知りたい
◯食事バランス
◯筋肉がつきやすい食事

◯最強な体を作るために
◯栄養セミナーの時間を増やしてより詳しく学びたい
◯ 朝ごはんの内容をもっと深掘りして教えていただきたいです。おすすめの試合会場 へ持っていく間食。 
など朝食メニュー（2名）

◯間食について、子供が1人でも効率的に栄養が摂れる朝食（自分で作れるメニュー）
◯朝ご飯のメニュー例
◯もっと食事レシピが欲しいです。プロテインはどうなのか ?
◯還暦を過ぎてからの食事のあり方
◯心が元気になるメニュー
◯身長を伸ばすためにできること

◯時短、困った時のお助けメニュー
◯試合前日のおすすめメニュー、試合当日の朝のメニューなど
◯ いつ食べても飽きない、ご飯の進む鉄板メニューで栄養価の高いものを教えて欲しいし、取り入れてもらいたいです
◯貧血予防の食事、簡単に作れるもの
◯フルマラソン出場に向けた食事内容
◯心が元気になるメニュー
◯カルシウムがしっかり摂取できる食事、時短料理
◯肉メイン、朝ごはんの献立
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子ども

保護者

　令和 6年サッカークリニックの参加者保護者 19名、子ども 22名、計 41 名へアンケートを行いました。
アンケート回収率は 100%です。
　サッカークリニック全体の満足度は「満足・や満足」と答えた方が保護者 100%、子ども 95.2%と高い評
価でした。
　「九女特製なでしこビーフシチュー」について保護者は「非常に美味しい・美味しい」と回答した方が
100%、子ども達は 95.2%が「非常に美味しい・美味しい」という回答だった。「鰯のさつま揚げ」につい
て「非常に美味しい・美味しい」と回答した方が、保護者は 94.1%、子ども達は 61.9%でした。「大根サラ
ダ」について「非常に美味しい・美味しい」と回答した方が、保護者は 100%、子ども達は 90.5%でした。「ひ
じきとほうれん草の白和え」について「非常に美味しい・美味しい」と回答した方が、保護者は 88.2%、子
ども達は 81.0%であった。「おしるこ」について「非常に美味しい・美味しい」と回答した方が、保護者は
82.3%、子ども達は 90.0%でした。
　料理に関しては保護者・子ども達共に高い評価が得られました。
　「巴教授によるセミナー」については「非常に満足・満足」と回答された方が、保護者は 93.7%、子ども
達は 90.5%ととても高評価でした。
　「学生によるレシピ紹介の内容」については「非常に満足・満足」と回答された方が、保護者は 88.2%、
子ども達は 100%とこちらも高評価でした。
　開催頻度については、保護者の 55%、中学生の 40%が年に 2回以上を希望しており、引き続きサッカー
クリニックの継続が期待されています。

感想やご意見、ご要望（自由記述）

◯今日学んだことを食事に活かしていきたいです。
◯ 今日はいつもと違う人、いつもと違う環境でやってみて違う人とやる時はコミュニケーションを大事にして、
自分がやりたいことだけをやるのではなく相手に合わせてプレーすることも大切ということがわかったし、い
つものと違う人に教わってサッカーにも色々な見方があって改めて面白いと感じました。

◯ 実際にサッカーをして、止めて蹴るやボールを受ける時の体の向きを学べて良かった。また、栄養の勉強がで
きたので生活に活かしたい。

◯ご飯が多かったけど美味しかった。デザートが欲しい。
◯非常に分かりやすかった。
◯非常に美味しかった。
◯とても良かったと思う。これからも頑張ってほしい。
◯自分の知らないようなことをたくさん吸収できて、役に立つようなこともたくさん知れて、面白かったです。
◯説明がわかりやすくて、色々知れた。
◯とても分かりやすくてためになりました。
◯飯うまかったです。

◯ 昨年に続いての参加です。中学生向けのイベントは少ないので、有り難いです。来年は3年生で、この時期の
参加は難しそうです。もう少し早い時期の開催はシーズン中で難しいのでしょうか ?2回とも楽しく参加させ
ていただきました。あと、メールで持っていくものや服装等、教えていただけたら嬉しいです。

◯ 本日はありがとうございました。とても楽しく、ぜひ次回も参加させていただきたいと思いました。トップチー
ムの方にも会えて嬉しかったです。

◯先生のお話がすごく分かりやすくてとても勉強になりました。季節ごとに開催していただきたいです。
◯朝ご飯の大切さが分かりました。品数多い食事をありがとうございました。とても美味しくいただきました。
◯短い時間でしたが、内容の深い話をありがとうございました。
◯このような催しを定期的に行ってください。
◯とても素晴らしい内容でした。ありがとうございました。
◯先生の話は面白く、とても分かりやすかったです。今日は大変ためになる話をありがとうございました。
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スポーツ栄養研究センター講演会
　令和 6年 11月 23日（土祝）、自由ケ丘会館 4階多目的ホールで、「スポーツ栄養研究センター講演会」を

開催しました。今年度は「運動部学生の食事・栄養補給のあり方」のテーマの下、「栄養サポート現場から学

ぶ強くなるために「食」からできること」の

タイトルで、株式会社明治営業推進本部村野

あずさ氏による講演を拝聴しました。

　村野氏は高校、大学、実業団と陸上競技選

手として活躍し、その後スポーツ選手への栄

養指導を生業とすることを志し、現在では名

だたる日本の競技スポーツのトップ選手（ボ

クシングの井上尚弥選手、バレーボールの石

川祐希選手等）への栄養サポートを行ってい

ます。契約の都合上、この場で名前は出せませんが、今回は選手個々のデータも示しながら、各選手の意識・

行動の変化をお話しいただきました。トップ選手の食生活が改善された事例は、本学学生にも有用で、よい

刺激になったと思われます。

　また、本センター副所長九州共立大学スポーツ学部樋口行

人先生の大学時代の後輩ということで、陸上競技部に所属し

ていた選手時代の互いの話もされ、授業とは異なるこのよう

な話も学生の今後に役立っていくと思われます。今回は、硬

式野球部、バスケットボール部、ハンドボール部の学生に多

く参加いただきましたが、講演後の質疑応答では、学生トレー

ナー部CAREの学生から多くの質問が上がりました。トッ

プ選手の事例が盛り沢山であり、学生アスリートにとってた

いへん有意義な講演会となりました。
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　講演会に関するアンケート（N=134）を取っ
た 中、講演会の満足度は 94.0%の学生が満足と
答えて おり、「今後、このような講演会に参加し
たいと思 いますか」という質問に対し、94.0%
の学生が参加 したいと思うと解答している。こ
のことから、今後 も定期的に講演会を行ってい
きたいと考えていま す。

 講演会に関するアンケート（N＝134）を取った
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も定期的に講演会を行っていきたいと考えていま
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小倉高校ラグビー部への栄養指導講習会

　暮れも押し迫った昨年 12月 28 日（土）に小倉高校にて、同校ラグビー部部員とその保護者の皆さんに栄

養指導講習会を開催しました。今回の講演会は、アスリートとしての食事摂取のあり方全般を、スポーツ栄

養研究センター副所長スポーツ学部教授樋口行

人先生が講師となり、約 1時間にわたり講演さ

れました。

　小倉高校ラグビー部は、年末から年始に開催

された高校ラグビーの全国大会の県予選でもベ

スト 4に入る県内では強豪チームのひとつです。

そのチーム強化のためには、技術面はもちろん

のこと、食事による体力強化、強靭な体格作り

の必要性を監督および関係者（OB会）の方々

が強く意識されています。

　食事面でのサポートについては、部員の毎日

の食事作りをされている保護者の皆さんの協力が必須であり、食事での注意点等を専門家の立場から指導し

てもらう必要があるとのことから、OB会の代表者より本学への協力依頼があり、今回の講演会となりました。

　監督および関係者の皆様の強い熱意もあり、年末の忙しい時期にもかかわらず、選手 18名、女子マネー

ジャー 4名、保護者 27名に、監督、OB会の皆さん加えて 50名以上の方が熱心に聴講されました。

　講演後には、選手・保護者からいくつもの質問がなされ、会場を後にしてからも、女子マネージャーから

補助食の摂取タイミングといった細かな質

問がなされて、樋口先生が、そのひとつひ

とつに丁寧に応えられていました。

　今回の講習会は、あくまで導入部分との

位置づけであり、今後はより詳細に、場合

によっては選手ひとりひとりの栄養指導も

視野に入れて、小倉高校ラグビー部への協

力を続けていきます。
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大会の県予選でもベスト４に入る県

内では強豪チームのひとつです。その

チーム強化のためには、技術面はもち

ろんのこと、食事による体力強化、強

靭な体格作りの必要性を監督および

関係者（OB 会）の方々が強く意識されています。 

 食事面でのサポートについては、部員の毎日の食事作りをされている保護者の皆さんの

協力が必須であり、食事での注意点等を専門家の立場から指導してもらう必要があるとの

ことから、OB 会の代表者より本学への協力依頼があり、今回の講演会となりました。 

  

 監督および関係者の皆様の強い熱

意もあり、年末の忙しい時期にもか

かわらず、選手 18 名、女子マネージ

ャー4 名、保護者 27 名に、監督、

OB 会の皆さん加えて 50 名以上の

方が熱心に聴講されました。 

講演後には、選手・保護者からいく

つもの質問がなされ、会場を後にし

てからも、女子マネージャーから補

助食の摂取タイミングといった細か

な質問がなされて、樋口先生が、そのひとつひとつに丁寧に応えられていました。 

 今回の講習会は、あくまで導入部分との位置づけであり、今後はより詳細に、場合によっ

ては選手ひとりひとりの栄養指導も視野に入れて、小倉高校ラグビー部への協力を続けて

いきます。 
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受講後（講習動画を見た後）、ご自身に変化した点があればお書きください

・ 一度に大量に、たんぱく質をではなくて、3時間おきに 20g 摂取できる様、子供に食
べさせるようになった。（1保）
・子どもの食事について、内容、また捕食の回数を考えるようになりました。（2保）
・こまめに栄養摂取をこころがけるようになった。（1保）
・ エネルギー、捕食、とても大切な視点、きづきとなりました。チーム全体保護者一丸で
スポーツ栄養では日本一をめざしたいとおもいました。今後迎える新入生も含め、ワ
ンチームでできればと思います。（1保）
・食事を作ることに対する意識（1生）
・間食を施すようになった（2保）
・捕食が大事だと感じた（2保）
・捕食をとらせること、野菜も食べさせることを意識しようと思いました。（1保）
・バランスの良い食事の提供（2保）
・タンパク質摂取に偏らないバランスのとれた食事で良いとおもった。（2保）
・ 保護者の立場では、具体的に（お弁当に何かプラス）食べさせたら良いか等、聞きたかっ
た。（2保）
・食事を意識して摂るようになった（1生）
・捕食を持たせるようにした（1保）
・ 部員同士で共通の認識ができたことで、より一層栄養を気にしながら食事を提供する
ようになった（1保）
・体重が少し増えた
・適当な量を時間をあけて食べるのが良いとしり、それを実行している（1生）
・ご飯を食べるときに野菜などのバランスも気にしだした（2生）
・授業の合間におにぎりを食べるようにした（1生）
・野菜を多く食べるようになった（2生）
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　スポーツ栄養研究センター業務を効果的に広報して、認知度を高めるために、ひいては大学の学生募集に
もつながるようイベント活動動画を編集・作製してきました。毎回、YouTube で公開していますが、今年

度は 12月のサッカークリニックの活動動画とは別に、前
年度サッカークリニックの動画を再構築し、ミクニワール
ドスタジアムのオーロラビジョンで放映していただきまし
た。2024 年 8月から、すべてのギラヴァンツ北九州ホー
ムゲーム開始前に放映されました（表）。

　30秒という短い中、映像とともに、サッカークリニッ
ク（サッカー活動本体）では「遊び、学び、成長する」、
栄養セミナーでは「選手も、食べ方ひとつで、未来が
変わる」のメッセージがリズムよく映し出され、ゲー
ム前にふさわしい躍動感あふれる動画となっています。

動画放映試合

スポーツ栄養研究センター
イベント活動動画作製

動画放映試合日 曜日 対戦相手
2024 年 8 月 17 日 （土） カターレ富山戦
2024 年 9 月 7 日 （土） FC 今治戦
2024 年 9 月 21 日 （土） FC 岐阜戦
2024 年 10 月 12 日 （土） ヴァンラーレ八戸戦
2024 年 10 月 26 日 （土） ツェーゲン金沢戦
2024 年 11 月 02 日 （土） アスルクラロ沼津戦
2024 年 11 月 16 日 （土） AC 長野パルセイロ戦
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スポーツ栄養研究センター運営委員

所　長	 堂野崎　融	（九州共立大学　経済学部　地域創造学科　教授）

副所長	 河野　光登	（九州女子大学　家政学部　栄養学科　教授）

　　	 樋口　行人	（九州共立大学　スポーツ学部　スポーツ学科　教授）

委　員	 澤田　和英	（九州共立大学　経済学部　経済・経営学科　教授）

	 長谷川　伸	（九州共立大学　スポーツ学部　スポーツ学科　教授）

	 辰見　康剛	（九州共立大学　スポーツ学部　スポーツ学科　准教授）

	 巴　　美樹	（九州女子大学　家政学部　栄養学科　教授）

	 井上　由紀	（九州女子大学　家政学部　栄養学科　教授）

	 山本　亜依	（九州女子大学　家政学部　栄養学科　准教授）

	 新冨　瑞生	（九州女子大学　家政学部　栄養学科　講師）
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